
 

別紙 １－１ 植生工選定フロー（その１）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）初期の目標を草本群落とし、長期間かけて自然の遷移によって木本群落を形成する場合を含む。 

草本が優先する群落 

 

スタート 

◆播種工、植栽工 
◆在来草本類、外来草本類

を使用
 

 

低木が優先する群落 

高木が優先する群落 

緑化目標の検討 

◆播種工 
◆木本類を含む在来種、

外来種の植物材料を使用 
 

現地の植物を利用

する必要があるか 

◆播種工、植栽工 
◆地域性系統の草本類を使

用
 

 

◆木本類の植栽工 
◆苗木設置吹付工 
◆在来種、外来種の植

物材料を使用 

◆播種工 
◆木本類を含む地域性

系統の来種を使用 
 

◆木本類の植栽工 
◆苗木設置吹付工 
◆地域性系統の植物材

料を使用 

在来種の地域性系統

（草本類）による緑化 
在来草本類の利用 

外来草本類の利用 
短期間で緑化目標

を達成する必要が

あるか 

短期間で緑化目標

を達成する必要が

あるか 

在来種（草本類、木本類）の利用 
外来種（草本類、木本類）の利用 

在来種の地域性系統（草本類、木

本類）の利用 

 

現地の植物を利用

する必要があるか 

YES 

YES 

YES YES 

草地型（注） 

NO 

NO 

NO 

NO 

低木林型 
高木林型 



 

別紙１－２ 植生工選定フロー（その２）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆種子散布工 
◆種肥付むしろ伏工

 

 

◆柵工 
◆種肥付むしろ伏工

 

◆植生マット工 
◆張芝工 
◆筋芝工 
◆のり枠工 
 

浸食を受けやすいか 

土壌酸度 

盛土高５ｍ以下か 

スタート 

別紙 １－３ へ
 

石灰岩地帯
 

◆中和剤処理＋肥料
 

土壌酸度 

◆開きょ ・ 暗きょ
 

◆じゃかご工・編柵工 
◆抑止工（ブロック積工、コンクリート擁壁工）

 

湧水処理は必要か 

盛土のり面
 

 
切土のり面

 

 

◆種子散布工 
◆実播工

 

◆中和剤処理 
◆客土

 

 

NO 

NO 

NO 

YES 

YES 

YES 

酸性・アルカリ性土壌 
pH＜４・pH＞8.5 

pH＝４～8.5 

pH＜４ pH＞8.5 
酸性土壌 アルカリ性土壌 

pH＝４～8.5 

◆水処理 
◆中和剤処理

 

◆植生基材吹付工 
◆法枠工＋客土吹付５㎝ 
◆法枠工＋植生土のう工 
◆モルタルorコンクリート吹付工 
◆抑止工（ブロック積工、コンクリート擁壁工）

 

 



 

別紙１－３ 植生工選定フロー（その３）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標
準
地
域 

工
種
・
工
法 

種
子
散
布
工 

植
生
マ
ッ
ト
工 

種
子
散
布
工 

客
土
吹
付
工 

植
生
基
材
吹

付
工 

客
土
吹
付
工 

植
生
基
材
吹

付
工 

種
子
散
布
工 

植
生
基
材
吹

付
工 

植
生
基
材
吹

付
工 

客
土
吹
付
工 

植
生
基
材
吹

付
工 

特
殊
モ
ル
タ

ル
吹
付
工 

落
石
防
止
網
工 

特
殊
モ
ル
タ

ル
吹
付
工 

客
土
吹
付
工 

の
り
枠
工
＋
植
生
土
の
う
工 

モ
ル
タ
ル
吹
付
工 

植
生
基
材
吹

付
工 

無
処
理 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
吹
付
工 

落
石
防
止
網
工 

モ
ル
タ
ル
吹
付
工 

落
石
防
止
網
工 

無
処
理 

１㎝ ３㎝ １㎝ ３㎝ ３㎝ ３㎝ １㎝ ３㎝ (A) (B) １㎝ ３㎝ 

基
礎
工 

な
し 

ネ
ッ
ト
張

工 ラ
ス
張
工 

ネ
ッ
ト
張

工 ラ
ス
張
工 

ラ
ス
張
工 

ラ
ス
張
工 

ラ
ス
張
工 

ラ
ス
張
工 

ラ
ス
張
工 

ラ
ス
張
工 

ラ
ス
張
工 

ラ
ス
張
工 

ラ
ス
張
工 

７㎝ 10 ㎝ ７㎝ 

寒
冷
地 

工
種
・
工
法 

種
子
散
布
工 

植
生
マ
ッ
ト
工 

客

土

吹

付

工 植

生

基

材

吹
付
工 

植

生

基

材

吹
付
工 

客

土

吹

付

工 植

生

基

材

吹
付
工 

客

土

吹

付

工 植

生

基

材

吹
付
工 

植

生

基

材

吹
付
工 

植

生

基

材

吹
付
工 

植

生

基

材

吹
付
工 

特
殊
モ
ル
タ

ル
吹
付
工 

特
殊
モ
ル
タ

ル
吹
付
工 

客

土

吹

付

工 モ
ル
タ
ル
吹
付
工 

植

生

基

材

吹
付
工 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
吹
付
工 

モ
ル
タ
ル
吹
付
工 

１㎝ ３㎝ ３㎝ １㎝ ３㎝ １㎝ ３㎝ ５㎝ ３㎝ ５㎝ (A) (B) ２㎝ 10 ㎝ 

基
礎
工 

む
し
ろ
張

工 又
は 

ネ
ッ
ト
張

工 ネ
ッ
ト
張

工 ラ
ス
張
工 

ラ
ス
張
工 

ラ
ス
張
工 

ラ
ス
張
工 

ラ
ス
張
工 

ラ
ス
張
工 

ラ
ス
張
工 

ラ
ス
張
工 

ラ
ス
張
工 

ラ
ス
張
工 

ラ
ス
張
工 

ラ
ス
張
工 

10 ㎝ 20 ㎝ 10 ㎝ 

代
表
的
地
質 

砂質土 花崗岩、花崗閃緑岩類のマサ系砂質土、河岸段丘堆

積物 
 
粘性土 沖・洪積層風化粘土、火山砕層物、ローム、風化粘性

土、マサ土の風化が大きいのも etc 

特 に 花

崗 閃 緑

岩類、花

崗 岩 類

に適用 

崖錐、第三紀凝灰

岩 
特 に 花

崗 閃 緑

岩 類 、

花 崗 岩

類 に 適

用 

第三紀泥岩、土丹、シルト岩ｅｔｃ 花崗岩類、凝灰角礫岩、頁岩 第三紀

泥 岩 、

土 丹 、

シ ル ト

岩ｅｔｃ 

蛇紋岩、溶岩、中

生代粘板岩、結晶

片岩ｅｔｃ 

中生代粘板岩、チ

ャート、千枚岩、流

紋岩ｅｔｃ 

中生代砂岩、花崗

岩、閃緑岩 

第三紀層砂岩、頁岩、礫岩及びそれらの

互層、花崗岩、花崗閃緑岩類の深層風

化大ｅｔｃ 

 

崩落の危険性が

あるか 

景観上の配慮が

必要か 
崩落、落石の危

険があるか 
崩落の危険性が

あるか 

風化が進むか 風化が進むか 

景観上の配慮が

必要か 

キレツは 

キレツは 

のり長２ｍ以下 

スタート 

法面土質は岩か のり長２ｍ以下 

土壌硬度 

土砂混合度 

浸食をうけやすいか 

土砂か 

砂質土、粘性土 礫・転石・岩塊まじり土 

土壌層として見込

めるか 

軟岩Ⅰか 

種子散布工 

風化度 

のり高２ｍ以下 

軟岩Ⅱか 

軟岩Ⅰ 

中硬岩又は礫岩 

軟岩Ⅱ 

10以下 

11～26 

27以上 

70～50％ 

50％以下 

見
込
め
る 

（
の
り
面
基
礎
安
定
） 

（
の
り
面
基
礎
不
安
定
） 

見
込
め
な
い 

NO 

NO 

NO 

NO 

YES 

YES 

YES 

YES 

NO 

大 

小 

YES 

NO 

NO 

NO 

YES 

多 少 

YES 

NO 

YES NO 

NO 

YES 

YES 

YES 

NO 

少 

多 

NO 

YES 

YES 

NO 

NO 

YES 

種子散布工 
YES 


